
  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意事項》 

・ 市職員や、この委員の任期中に他の附属機関などの委員に属する方は応募できません。 

・ 御出席いただく会議は、原則として平日(２時間程度)の開催となりますのであらかじめ御了承ください。 

・ 会議の回数は、調査・審議内容により変更になる場合があります。 

 

 

申込資格  令和７年４月１日時点で 18歳以上・川崎市内在住 1年以上の方 

業務内容  年間 2回の会議への参画（非常勤特別職の地方公務員の位置づけとなります） 

給   与  会議 1回の出席につき 11,500円／日 

 

 

任 期  3年間（令和７年 4 月 1 日～令和 10 年３月 31 日） 

募集人数  2名 

 

川崎市農業振興計画推進委員会(市の附属機関)の市民委員の任期満了に伴い、新たに募集を行います。 

平成 28 年 2 月に「かわさきの農業を次世代に引き継ぐ」ことを目的に策定された「川崎市農業振興計画」の

進捗状況の評価やさまざまな農業施策について調査・審議を行います。併せて、令和８年に策定を予定している

次期農業振興計画の検討も行います。学識経験者のほか、農業・商業・福祉など各分野の委員で構成されてお

り、委員会において市民の立場から御意見をいただきます。 

 

〒213-0015 川崎市高津区梶ヶ谷 2－1－7 JA セレサ梶ヶ谷ビル 2階 

川崎市都市農業振興センター 農業振興課 

電話 044-860-2462  Mail 28nogyo@city.kawasaki.jp 

※直接持参の場合は、平日 9：00～17：00の間でお越しください（12:00~13:00 除く）。 

HP から申込用紙などがダウンロード可能です。  

提出書類  申込用紙(裏面)と小論文（800～1200字程度）を、「郵送」「メール」「持参」 

のいずれかにより申込み。 ⇒裏面の詳細も御確認ください。 

◆小論文テーマ◆ 

「かわさきの農業の特色を踏まえた都市農業のあり方」について自身の考えを述べ、

そのうえで市民としての関わり方や、市民委員としての抱負を 800字～1200字

でまとめてください。   
   
提出期間  令和６年９月２日（月）～10月７日(月) （消印有効） 
 
決定方法  書類選考（結果は、応募者全員に令和 7年１月頃、文書にて通知します。） 

 

申込み・問合せ先 

 

※日額報酬のため源泉徴収税額を差し引いてお支払いとなります。 

（【参考】令和 6 年分源泉徴収税額表 日額表（乙）欄 2,280 円差引 → 9,220 円） 

 ― 農業の未来をより良いものに ―  

かわさきの農業を一緒に考えていただく 

します！ 市民委員 を  
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かわさきの農業 
 

検索 

募 集 



この 「申込用紙」 と 「小論文(様式自由)」 を併せて御提出ください。 
 
■川崎市農業振興計画推進委員会 市民委員 申込用紙 

ふりがな 

氏  名 

 

 

性  別 生年月日 

         年    月    日生 

住  所 
〒    -       

（市内在住歴：    年   月から） 

連絡先 
電話：                  FAX： 
 

メール： 

主な職歴 

・ 
現在の職業 

 

 

 

 

 

農業分野の 

関心事項や 

活動経験 

 

 

 

 

 

応募理由 

 

 

 

 

 

※上記個人情報は、手続き上、住民登録の確認のために利用させていただきます。あらかじめ御了承ください。 
 
■小論文について 

様式は自由としますが、原則 A4縦の用紙に横書きとします。また、提出いただいた書類一式は返却いたしません。 

  
 

 

 
 
 
■求める人物像（参考） 

市民としての役割を踏まえ、自身の考え方を表現できる方（具体的には、以下のような方を募集します。） 

① 農業に関する知識及び社会経験を有し、都市農業の課題を認識できていること。 

② 市内農業の現状を把握したうえで、市民の視点から農業施策における合理的な考え方が可能であること。 

③ 公募委員として参画することに意欲、熱意があること。 

 
 

皆様の御応募、お待ちしております！ 

『かわさきの農業の特色を踏まえた都市農業のあり方』について自身の考えを述べ、そのうえで市民としての関

わり方や、市民委員としての抱負を 800字～1200字でまとめてください。 

◆小論文テーマ◆ 


